
免疫システムの機能とその発達における 
電磁環境の影響に関する研究 

 

【受託機関】  
明治薬科大学 
名古屋工業大学 

京都大学 

総務省生体電磁環境研究 

資料－生電９－２ ③ 















1. 電波ばく露による好中球遊走能と貪食能への影響に関する調査研究 
  ヒト由来前骨髄球性白血病細胞（HL60細胞）を用いて、好中球へ分化誘導後、電
 波ばく露による細胞の遊走能、貪食能への影響を評価した。その結果、電波ばく
 露による有意な影響はみられなかった。 

2. 電波ばく露によるインビトロT細胞依存性抗体産生（TDAR）への影響に関する調
 査研究 
  マウス脾臓由来抗ヒツジ赤血球IgM抗体産生ハイブリドーマ細胞を用いて、電波
 ばく露によるインビトロT細胞依存性抗体産生（TDAR）への影響に関して抗体産
 生能への影響を評価した。その結果、電波ばく露による有意な影響はみられな
 かった。 

3. 電波ばく露によるTh1/Th2バランスへの影響に関する調査研究 
  ヒトT細胞性白血病細胞（Molt-4F細胞）を用いて、電波ばく露によるTh1/Th2バラ
 ンスへの影響に関して、サイトカインのmRNAをRT-PCR法による相対定量により
 比較した。Th1由来のサイトカインとしてIFN-γおよびTNF-α、Th2由来としてIL-4お
 よびIL-5を測定した。結果、SAR 2 W/kg、4時間ばく露直後、INF-γに有意な増加
 がみられた。さらに、SAR 2 W/kg、24時間ばく露直後、IL-4に有意な減少がみら
 れた。この変化は24時間後に回復した。その他の解析条件においては、電波ば
 く露による有意な影響はみられなかった。 

～細胞実験の研究結果～ 



～細胞実験研究のまとめと考察～ 
  

 電波の生体影響評価研究において、本研究
で行った細胞実験による、種々の免疫担当細
胞における遊走能、貪食能、インビトロ抗体産
生（TDAR）、Th1/Th2バランスの、免疫能を指
標とした研究は、細胞遺伝毒性の研究に比べ
て、極めて少ない。 
 本研究成果は、携帯電話や基地局からの電
波の生体影響を評価する上で重要な基礎資料
となり、社会的貢献は大きいと考える。また、
Th1/Th2バランスにおける一部の陽性効果に
関しては、さらなる研究を推進し、それらの研
究成果を含めて、社会に発信する必要がある
と考える。 
 


